
昭和 37年(1962年)の三宅島噴火後の

異常現象について*

(三宅島機動観測報告〉

気象庁地震課*牢・三宅島測候所

-~- 1. まえがき

昭和37年8月24--26日，三宅島は22年ぶりに大噴火を

した。この噴火時典型的な山腹噴火で，多量の溶岩を流

出したが，約30時間続いただけでおさまった.しかし，

この大噴火直後，山頂の火口原に地割れが生じたり，噴

火後8か月を過ぎた昭和38年4月には，山頂に新しく噴

気地帯が発生し，さらに，同年9月にも，山頂の別の地

帯に噴気地帯が現われるなど，噴火後の三宅島には異常

現象が相次いで起こった.これらの異常現象を科学的に

究明するため，三宅島測候所。は，現地の諸機関2)の協

力を得て定期的に現地調査を実施したが，一方，気象庁

からは，昭和38年4月および10--11月に調査員3)を現地

へ派遣して綿密な調査を行なった.

なお， I噴火後の三宅島は，人心が極度に動揺してい

て，島民の火山爆発に対する関心も深ぐ，孤島であるこ

とも手伝って，些細な現象が流言を生み，そのたびに三

宅島測候所では，それらの原因の究明につとめてきた.

三宅島測候所は昭和15年の噴火を契機として新設され

たが，昭和32年には地震計が設置され，昭和34年からは

火山の定期的な現地調査も行なうようになった.また，

昭和39年4月からは，三宅島測候所に新しく火山観測用

震動観測装置が設置され，火山観測体制に偉力を加えた7

この報告では，昭和37年の噴火前の観測結果の一部にも

ふれるが，おもに噴火後から昭和39年4月までの聞に起

きた三宅島の異常現象について取りまとめた.

_* 2. 相次ぐ山頂の異常現象について、

三宅島の噴火は山腹だけでなく，ときに山頂で起こる

こともあるので，昭和37年の噴火に際しては山頂の状況
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には特に注意が払われていた.しかし，幸にも山頂噴火

は起きなかった. ところが，噴火後，山頂でいくつかの

異常現象が発生した.次にそれらを順をおって述べるこ

とにする.

1) 山頂火口原に生じた地割れ

昭和37年噴火直後 (9月上旬)の雄μ山頂の現地調査

によると，外輪と中央火口正との閣の草原(八丁平とい

われている火口原)の東側に，昭和37年の噴火地域に対

しでほぼ直角で南北に走る長さ約 100m，幅約20--40cm

の地割れを生じているのを発見した(第 1図). この割

れ目はかなり深く 2mの長さの棒を入れても底に達し

ない場所があった.該地区は，三宅島測候所が定期的に

行なっている山頂の現地調査の際に通る道すじ上にある

ので，異常があれば発見しやすャ場所にあるにもかかわ

第 1 図 三宅島山頂要図

1， 2， 3は昭和15年噴火前の火口の大要

で， 1は中段火口 2は大穴火口， 3は

上段火口と呼ばれていた。昭和15年噴火

は3および2の火口の西部で起こり，山

頂の地形を一変させた。
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らず，噴火前の調査(昭和37年8月11日)時には気付か 和37年8月の現地調査の時には約1/4の広さにまでちぢま

なかった.したがって，噴火または噴火後の地震活動に づてしまってし、た.噴気量も次第に減少し，昭和26年 5

関連して生じたものであることは疑いない.この地割れ 月の現地調査によると久白色で無臭の噴気が数 m-10

は昭和37年の噴火地域の割合近い火口原(最も近い昭和 数mの高さにあがっていたが，昭和37年4月の調査では，

37年火口まJでの距離は約 700~) に生じたことが注目さ 白色の蒸気がわずかに立ちのぼっていたにすぎ、ない.ま守

れる.しかし，昭和39年4月に到るも，この割れ目から "た，三宅島測候所が現地調査を始めた昭和29年ころには，

噴気が出たり，地熱があがったような異常現象は起きな 噴気量はまだ多かったが.噴気孔の付近には白色や黄色

かった.

2) 昭和38年の山頂噴気の異常

昭和15年には，山腹噴火に引き続いて山頂噴火が起こ

り，山頂でも溶岩の流出や噴石丘・火口の生成があった

ため，地形は一変した.この噴火後，山頂では広範囲に

わたって噴気活動が行なわ札たが次第におさまった.し

かし，噴火後数年以上を経て，なお噴気活動を続けてい

た場所が，昭和15年噴火の火口壁および火口縁付近にあ

った(この噴気地帯を旧噴気地帯と名付ける)(第 1図)

旧噴気地帯の噴気活動は現在も続いていて，昭和24年

以来旧噴気地帯内で地中温度ベ噴気温度5)や火山ガス6)

などの測定が行なわれてきた.昭和37年の噴火当時，そ

の噴気量や温度，火山ガスなどに変動は認められず，地

中温度は次第に冷却傾向を続けていた(第 2図).7)しか

し，昭和38年4月ごろから，この地帯の地中温度が急激

明噴気，地中血友
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第 2 図

に上昇‘し，暫後急激に降下したことが認められた.この

i急変はいづれも異常的である

ここで，旧噴気地帯について，いま少し説明を加える

ことにする.この地帯の観測は昭和24年 5月，当時三宅、

島に住んでいた浅沼俊夫氏(現国立科学博物館)によづ

て始められた.当時は昭和15年火口と，その南西火口縁

に約 60x60m2の範囲にわたって地中温度の高い所があ

った.そして，その中の一部からは常に白色の噴気があ

がっていた.この高温地域の面積は次第に狭くなり，昭

の昇華物が付着していたことが報告されセμる 9)

旧噴気地帯内には，昭和24年には13個の観測点があっ‘

たが，後に冷却したものがあったのでi それらは除かれ

て，昭和37年にはおよそ 7個の観測点が残っていた.第

2図に記入した値は，同一測定時に，旧噴気地帯内.(特

に火口縁)の多くの観測点で測定した値のうち，最も高

い温度を旧噴気地帯の代表値として記入しである.地中

温度の測り方は，観測の際，高温地帯に鉄棒などで20.-

30cmの深さの孔をあけ，溜点最高温度計またはサーミ

スタ温度計をさしこんで測定した.以下に述べ、る地中温

度は，すべてこれと同じ測定方法によった.

3) 昭和38年4月の新噴気の出現

昭和38年4月11日の山頂の現地調査の結果，山頂火口

の北西側にあたる昭和15年噴火溶岩流の末端から，長さ

約30m，幅約 1mにわたって，かなり強い噴気が新しく

出ているのが発見された(この噴気地帯を第 1新噴気地

帯と名付ける) (第 1図)

この噴気は，付近の草木の枯れ具合からみて，ノ発見し

た日から 1週間ないし10日程前に始まったものと推定さ

れた.噴気地域は，同年6月末までに少Lづっ広がっ

90'C 
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第 3 図
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て，その長さは約 120mになった.同年7月中旬に至っ

て，噴気地域の拡張は一応止ったが，噴気活動はなお続

き， ときに数 10mの高さに白色の噴気をあげた(写真，

1， 3). なお，噴気中からは CO2がかなり検出され，噴

気活動の初期 (4-5月)には H2S臭も感じられた

(第 1表)• 

この噴気地帯内に10数個の観測点を設けて地中温度のー

測定を続けたが，同一測定時における最高値を第 1新噴

気地帯の代表値として温度の変動を示したのが第 3図で

ある.噴気地帯の地中温度は，昭和38年10月ごろまで上

昇傾向を示し以後は大体落ち付いた模様である

4) 火口原(八丁手)の水溜りの異常乾燥

昭和38年6月上旬ころから，中央火口丘と北側の外輪

山との聞の草原(八丁平といわれてし、る火口原)にある

水溜り(牛の水飲み場) (第 1図)の水が渇れ始め， 7 

月上旬にはほとんどなくなるという現象が起きた.この

場所には通常ほぼ東西に並んだ 2つの水溜りがあり(大

きさは直径夫々約 10mと5m，深さは各々20-30cm)，

近年この水溜りは乾燥したことがなかったということで

ある.しかも，昭和38年6月は雨期で相当量の降水があ

った(第3図)ことや，この水を放牧中の牛が全部飲み

ほしてbまうとは考えられなIt{から，明らかに異常現象

である.この乾燥した池の中で測定した地中温度は 6

月10日に 35
0C，G月21日には 220Cであったことか

ら地熱の上昇に伴なって池の水が蒸発したものと推定

される.なお，この池は，昭和38年 7月11日の現地調査

のときには既に水が溜っていた.

この池水の pHは，昭和26年5月 23，24日， 野口教

授10)等(都立犬学)によって調査され，東側の池で 7.0，

e西側の池で 6.6であった.また，昭和38年10月21日に機

第 1表 噴気地帯の 火山ガス分析表
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動観測班によって測定した pH値は11)， 東西の池で夫

々 8.0，6.7であった.この 2つの池の水は成分がいく

らか異っているようである12)

5)、昭和38年 9月の新噴気の出現

昭和38年 9月20日の山頂の現地調査によると，旧噴気

地帯の西方約 100m にあたる山腹で，約 900m2にわた

り新しく噴気が出ているのを発見した(この噴気地帯を

第 2新噴気地帯と名付ける) (第 1図) (写真 2，4). 

この新噴気は 9月 5日の現地調査時には気付かなか

ったが，伊ヶ谷の牧夫の話しによると 9月11日ころか

ら出始めたということであるh 第 2新噴気地帯は，発生

以来，西側および東側に次第に広がり，昭和38年11月中

旬には中央火口'丘の頂を越えて旧噴気地帯とつながった

(第4図). 

第 2新噴気地帯内に設けたおよそ10数個の定点で地中

温度の観測を続けたが，同一測定時における最高温度を

この噴気地帯の地中温度の代表値として変動を示したの

が第 3図である.地中温度は発見当時が最も高くて 90
0

C近くあり，以後 2か月間は次第に下る傾向を示した

が，その後は昭和39年 4月まで次第に上昇した.

旧噴気地帯に加えて，第1新噴気地帯，第 2新噴気地

29巻 4号

帯の出現および拡大によって，三宅島山頂の|噴気地帯は

丁度半円状になった.その形および地帯は昭和15年噴火

前に，上段火口と呼ばれていた大きな火口の火口壁にあ

たる所である.つまり，三宅島山頂の噴気活動は古い上

段火口の活動に関係するものであるが，昭和37年の大噴

火との関連についてはつまびらかではない.

報時震験148 

昭和37年噴火の流出溶岩の冷却

昭和37年の噴火で流出した溶岩は玄武岩質で，流動性

に富み，短時間のうちに活動火口から相当離れた海中に

まで流れ下った。その岩質および流動性から考えて，、噴.

出当時はおそらく 1200
0

C ぐらいはあったものと推定さ

れる.測候所でこの流出溶岩の温度の測定が始められた

のは噴火後約半月を経てからであるが，溶岩流の割れ目

内で測定した温度13)の冷却状態は第 5図のとおりであっ

た.

観測点.

~ 3. 

↑

中

「
f
叶
ト
什
ト
ム
u
m

↑(し…一

1

」叶
i
「
|
寸
ト
J
:

X
4
 

斗
ー
ー
寸
ー
叶
l
叫
|
ι
;

Sは夫々北側溶岩流および南側溶岩流にN， 

37山

第 5 区l

N -k 

昭和37年流出溶岩温度，の冷却

区亘志買え

巳ヨ噴石降下地ペ

C2J降灰砂』州地t'i.

S長

第 6図

50担

40ー

各噴気地帯の位置と拡張第 4 図，



-昭和37年 (1962年)の三宅島噴火後の異常現象につU、て一一気象庁地震課・三宅島測候所 149 

生じた相当大きな割れ目内にあり，観測点37山は昭和37

年に生成した噴石丘頂部の割れ目である・ー‘夫々の観測点

の位置は第6図に示しであるが，観測点N，Sの近くに

は新生火口はない.観測点37山の近くには新火口があ

り，この付近では昭和39年4月現在，なお活発な噴気活

動が続いている.観測点37山では冷却も遅く，その熱源、

はかなり深い所まで通じているものと考えられる

一般に，溶岩温度は指数曲線型に冷却するが，第5図

にもその状態がよく現われている. しかじ，溶岩の比熱

は大きやので，その温度は冷えにくく，溶岩流の内部で

は，まだ相当高温を保っているものと考えられる

* 4. 昭和37年噴火後¢地震活動

噴火後，三宅島付近には多数の地震が起こった.噴火

直後の地震については既にくわしく報告されているの

で14九ここでは省略するが，地震活動は噴火から約半年

後lこ到って大体平常にもどった(第2表). しかし HB 

和38年9月は地震回数がやや多かったようである

三宅島測候所の常設地震計は56型高倍率地震計m で，

昭和38年10月24日から翌年4月までの観測には，機動観

測班の電磁地震計16)が併用された。この電磁地震計は測

候所から約800m雄山寄りに入った神着部落の「仲尾坂

に感部が置かれ，有線隔測により測候所で記録を取った.

なお，この観測は昭和39年4月以後は，三宅島測候所に

新設された火山観測用震動観測装置17)に引き継がれた

が，その感部はやはり「仲尾坂」に置いてある

また，昭和38年10月24日から、11月5日まで，電磁地震

計を測候所，仲尾坂，二反原の 3地点、に設置して比較観

測および地盤調査を行なった(第 7図).その方法は 3地

点の観測を有線隔測により測候所に集めて同じドラム上

に記録させて比較した.地震計の感部はすべて上下動

で，地表面下 60cmに埋没し，同じ倍率 (2000倍)と同

じ定数を持たせた.測候所は海岸から約30m，仲尾坂，

二反原は最も近い海岸から夫々 700m，1200mの距離に

ある.いずれの地点も海の波浪の影響を受けるが，‘その

影響度は海岸から遠いものほど少なく，仲尾坂まで入れ

年i

有感

無感

第 7図 地震計配置図.@変換器設置点

ば，ほぼ満足な観測ができることがたしかめられた.す

なわち，一例を昭和38年11月3日08時-20時の観測にと

るならば(写真5) (この日の風向，平均風速は測候所ー

で北々 東， 8. 2m/sec)， 測候所の記録は岸壁に打ち寄せ

る海の波の影響を受けて，短周期の雑微動を記録し，地

震観測には不適当な所である.しかし，仲尾坂およびニー

反原ではその影響はほとんどなくなっている.この日の

地震記象紙から雑微動の最大振幅を読み取ると，その平

均値は測候所，で 8.0μ，中尾坂で2.1μ，ニ反原で1.6#

で微動源(海岸)から遠ざかると顕著に振幅が小さくな

ることを示した.

* 5. 火山噴火に関するデマ

昭和37年の噴火以降，昭和39年4月までの 1年 8か河

聞に，島内で発生した火山活動に関する流言や騒動は

実に18回にのぼった.それらの原因はすべて測候所によ

って明らかにされたが，いづれも噴火の前兆あるいは噴

火とは全く関係のない現象であることがわかった(第3

表).デマは時間的にも，場所的にも全く atrumdumに

発生し，現象も地域も多方市にわたってν、る.噴火をおー

それる島氏の心理状態がうかがえるのである
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No. 発生年月日

第 3 表 l噴火に関するデマ(昭和37年 9月~昭和39年4月)

因現 象 原

昭和37年 9月22日

q
G

句
、

u

A

せ

に

1

u

p

O

可

t

10月12日

38年 2月 5日

4月17日

4月24日

5月28日

6月3日

8 6月21日

、7
A

H

V

噌

i

内
F
U

，
‘
‘
唱
l
a晶
司

E
ム

吋

'

ム

6月22日

9月27日

9月27日

9月30日

13 

14 

10月14日

11月17日

15 11月30日

16 昭和39年 1月31日

17 2月5日

18 3月11日

アコン崎(神着)の東寄り.高ナタアド
で異常な水泡がある.

ネコ穴(神着)から噴煙が出ている.

沖ケ平(坪田)で噴煙が出た.

神着でイ・タドリの葉が枯れた.

阿古の民家で異常的な震動を感じた.

伊ヶ谷で雄山中腹から地鳴りが聞えた.

三宅島で震度Eの地震を感じたが，・之
れに関し測候所に噴火に対する照会が
しきりにあった.

三宅島で震度Hの地震があり，小人数
ではあるが身仕度をした人があった.

阿古部落に異常降下物があった.

阿古部落の東側山腹で立木枯れ.

大路池付近で、異常ガス発生.

阿古部落で「測候所で地震がたくさん
記録されているよという流言があった.

二反原(伊豆)で鳴動がひどい.

阿古部落から， • r雄山が異常に変色し
た」と連絡があった.

天重山(伊豆)の石垣から蒸気が出た.

沖ケ平(坪田)に建設の飛行場の真中
から噴気が出た.

三ノ宮付近で異常噴気があった.

異常音.

常時出ているものであった.

気流の関係で山霧が流れ込んだもの.

地表と空中の温度差による水蒸気.

薬害による

南西の弱風による振動.

山霧中のジェット機の音.

この地震の震央は静岡県南方沖で
， Origin time : 16h35m50.3s士0.28

EDicenter:j138
。46F土l'E

}l1'-'-HLU • 

1 340

03'土l'N
Depth: (40与m
Magnitude: 5.9土0.3

この地震の震央は三宅島付近.

草木の花粉または飛行機からの降下物.

虫による浸蝕枯.

古い時代に地中に蓄積されたもの.

波の音らしい.

濃い朝焼け.

横向洞穴で，地表と空中との温度差が
あったために立ちのぼった蒸気.

地表を削ったため，古い地層から出た
もので，地中温度は 1月31日 240

C，
2月5日170

C

気流の関係で山霧が流れ込んだものら
しい.

雷の音を噴火と間違えたもの.

おり.

太田芳夫(東京管区気象台技術課長)， 諏訪彰(気

象庁地震課調査官)

昭和38年10--11月に三宅島に派遣された機動観測班

員は次のとおり(いずれも気象庁地震課員). 

大野譲(調査官)，田中康裕(技術主任)，金沢茂夫，

参考事項

1 )昭和38年10月25日現在の三宅島測候所員は次のとお

り.

0 奥山久一(所長)，笹倉清吉(業務係長)，伊藤正三

(技術係長)，加藤喜康，吉田良男，早川道教，浅沼

勝実，前田弥重子

2)東京都三宅島支庁，三宅村役場，三宅島警察署

3)昭和38年4月，三宅島に派遣された調査員は次ηと

小林悦夫，小野崎誠一

4)地中温度は観測の際高温地帯に鉄棒などで 20--30

cmの深さの孔をあけ，間点最高温度計またはサーミ
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スタ温度計をさしこんで測定.

5)噴気温度は噴気孔内に溜点最高温度計またはサーミ

スタ温度計をさしこんで測定.

6)火山ガスの分析は北川式ガス検知器による

7 )昭和24年--27年の測定値は主として浅沼俊夫氏によ

るが.その資料は，不記 8)による.

昭和34年以降の測定値は三宅島測候所によるが，そ

の資料は，気象庁:地震月報，火山報告による

8 )諏訪彰:三宅島雄山中央火口附近の地形と噴気，

験震時報 vol.18， No. 2， 1953 

9 )気象庁:地震月報

，10)野口喜三雄・西条八束:三宅島調査報告， ，1951 

11)東亜電波工業製 DM-IA型 pHMeterを使用.

水 質

東 ' 側 の池
(昭和26年 5月24日調査)

西側の池
(昭和26年 5月23日調査)

塩素イオン

12) 10) ど同じで，分析結果は下表のとおり

13)熱電対温度計，サーミスタ温度計または溜点最高温

度計を使用.

14)たとえば，気象序地震課・東京管区気象台調査課・

三宅島測候所・田中康裕:1962年の三宅島の噴火調査

報告，験震時報 vol.28，別冊， 1964 

15)周期 1秒，制振度 8，‘摩擦値く0.3mm，倍率 30Q，

水平動.

16)地震計の周期 1秒，検流計の周期 1/15秒，減衰定数

0.5，倍率2000，上下動.

17) 62A型電磁地震計.水平

成されていて，各地震計の周期 1秒，検流計の周期

1/15秒，減衰定数0.5，倍率 1000.

0.00 

HB02 

mgjl、

O 

O 
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写真 1 第 1新噴気地帯の噴気活動(昭和38年12月16日撮映) B， C， Dは観測点

写真 2 第七第 2新噴気地帯の噴気活動(昭和38年12月16日撮映)

1， 2， 3・・・・・・，イ， ロ， ハ・・・・・・，A， B， C......は観測点



写真3 第 1新l噴気地帯のl噴気活動 写真4 第 2新l噴気地帯の噴気活動

(昭和39年 1月22日撮|決) (昭和39年 1月22日撮映)

写真 5 3点観測の同時記象の例(昭和38年11月3日)

上:仲尾坂 中:二反原 下:測候所

当日は北々東の風，風速は平均 8.2m/secで波浪高く，観測点が

海岸に近い所では大きな雑微動を記録した.


